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第 ３ 次 生 駒 市 教 育 大 綱 ア ク シ ョ ン プ ラ ン と は  
 生駒市では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規定に基づき、

市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱である「第３次生駒市教育大

綱」を定め、本大綱に基づく事業・施策を進めています。 

 第３次生駒市教育大綱で定めた”基本理念”と”基本方針”に基づく施策・事業や、第

６次生駒市総合計画第２期基本計画及び既存の計画における教育分野に関する事業等を

整理し、この４年間で特に重点的に取り組むべき事業を定めたものを『アクションプラン』

とし、各年度の具体的な事業・取組内容と目標を定めています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

教 育 大 綱 の 位 置 付 け と 期 間  
 生駒市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下「教育大綱」

といいます。）は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規定に基づ

き、総合教育会議での協議を経て市長が策定するもので、本市の教育行政の根本となる方

針と位置付けるものです。 

前大綱を策定した令和２年６月から４年が経過し、推進期間が満了を迎えることから、

社会情勢等の変化や新たな教育課題に対応していくため、基本理念、基本方針等において

改定を行うものです。本大綱は、策定の日から４年間をもって改定の区切りとしますが、

随時見直しの機会を確保します。 

 

第 ３ 次 生 駒 市 教 育 大 綱 ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 進 行 管 理  
 生駒市教育大綱については、４年に１回の改定としていますが、毎年度策定するアク

ションプランについては、実行と改善を絶えず繰り返し、実効性を担保したシステムとし

ます。また、教育大綱策定の趣旨を広く周知する機会を設定するとともに、基本理念や基

本方針に込めた想いを、よりそれぞれの事業に反映できるようアクションプランをはじめ

とした取組を進めて行きます。 

なお、外部評価については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定

に基づき、教育委員会の権限に属する事務の管理執行状況について、学識経験者による点

検・評価を行うこととなっており、これを活用して行うものとします。 

生駒市総合計画
●基本構想（生駒市のビジョン）
●基本計画（行政運営のプラン）

教育に関する分野 教育に関係する

既存の各種計画（※）

生駒市教育大綱
●基本理念
●基本方針

市長マニフェスト

・教育課題
・教育ニーズ

具体的な事業・施策（アクションプラン）

●PDCAサイクルによる進行管理
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基本方針１ 主体的に楽しく学ぶ人であるために 

１ あらゆる世代の主体的な学びの推進 
こどもたち一人ひとりが、自分のペースで自分に合った学び方を選択し、必要に応じて必要

な人と共に学び合えるような授業づくりを推進します。また、様々な個性や特性を持った全て

のこどもたちが孤立感を覚えることなく、安心して個別最適な学びに向かえるよう、学級では

もちろん、時に学年を超えて学び合えるような心理的安全性の高い学校づくりを推進します。 

日々の授業において探究的な学びを充実し、自分なりの問いを立て、自分なりの仕方で、自

分なりの答えにたどり着く、こどもたちの自己決定を尊重します。その際、大学・企業・地域団

体等の多様な担い手と協働しながら新しいものを創造していく力を育みます。 

社会を大きく変えうる技術革新が急速に起こっている社会背景を踏まえ、学校教育におい

ては、各教科の知識や考え方を教科の枠にとらわれず横断的に学習する取組を推進します。 

保護者のニーズや社会の変化も踏まえながら、「遊び」を通して創造的な「学び」につなぐ就

学前教育の充実や、一人ひとりに寄り添った保育の充実に取り組みます。また、幼稚園・保育

所・こども園・小学校がつながって、幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続を目指しま

す。 

「得意」や「好き」な分野で様々な学びができる機会を充実し、人生やキャリアを意識しなが

ら不確実性の時代においても自分らしく生き抜く力を育てます。 

デジタル・ネイティブ世代であるこどもたちはもちろん、あらゆる世代の市民一人ひとりが

AI を含むデジタル技術について学び、責任ある市民として積極活用しながら社会参画するた

めの能力習得を支援します。また、AI そのものの基本原理や個人・社会への影響について学ぶ

ことも推進します。 

 
［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 小学校高学年教科担任制推進事業 

事業の概要 

令和 4 年度から文部科学省は、各教科の系統性を踏まえながら 、専門性の高い

教科指導を行う こ と や、学校の働き 方改革を進める こと を目的と して、小学校高

学年における 教科担任制を推進している 。市内小学校においても 県から の専科

加配を申 請し、高学年 における 教科担任制の導入に取り 組んでいる と こ ろであ

る。 

小学校では、県の専科加配を申請しているが、全ての学校に配置さ れている わけ

ではない。学年全体で担任も 含め、教科担任制を編成する こと によ り 、担任一人

で学級の問題を抱え込まず、多く の教師の目で児童一人一人の学びを支えてい

きたいと考える。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・週 4 日 3 人 

・週 5 日 4 人 

   

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育総務課・教育指導課 
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事業名 読書活動・学校図書館の充実 

事業の概要 
現在、小中学校すべてに学校司書を配置しており 、一定の効果が得ら れている

が、さら に読書を通じて豊かな人間性を育むため、学校司書の配置を拡充する。 

目標名/現状値 
学校司書配置日数 

市内中学生ビブリ オバト ル開催数 

週 3 日（令和５年度） 

1 回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・学 校司書 を全 小

中学校に配置 

・ビブリ オバト ル市

内中学生大会 の

実施 

   

目標値/実績値 
3 日/ 

1 回/ 

3 日/ 

1 回/ 

3 日/ 

1 回/ 

3 日/ 

1 回/ 

担当課 教育指導課 

 
 

事業名 生駒こども チャレンジ補助事業 

事業の概要 
学校の各種コンテス ト 等に挑戦する ために必要と なる 経費等を補助する制度を創

設し、児童生徒の創造性を培い、達成感を味わう とと も に、自己肯定感を高める。 

目標名/現状値 実施学校数 2 校（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・生駒こども チャレ

ンジ 補 助 事 業 の

継続実施 

   

目標値/実績値 2 校/ 2 校/ 2 校/ 2 校/ 

担当課 教育指導課 
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事業名 部活動支援事業 

事業の概要 

中学校において、専門的な技術指導力を備えた指導者が不在の部に対し、地域

の適切な人材を外部指導者と して派遣し、部顧問と 協力して指導・助言を行う こ

とにより 、部活動を充実させる 。 

目標名/現状値 部活動指導員配置時間数 ２７８４時間（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・中 学 校に外部 指

導者を配置 

  

 

 

・休日の地域移行

完了 

 

 

 

・平 日 の ため に縮

小継続 

目標値/実績値 / / / / 

担当課 教育指導課 

 

 

事業名 キャリ ア教育推進事業 

事業の概要 

あこがれいこまびと 講演事業、学校創造推進事業、キャリ ア教育プランナーと の連

携事業によ る、地域出身の文化人、ス ポーツ関係者、事業者等、社会で活躍さ れ

ている 方と の講演等を通して、児童生徒が郷土愛を持ち、自分の夢に向かって生

き生きと活動し、自己有用感を持って将来社会で活躍できる人材を育成する 。 

目標名/現状値 キャリ ア教育プランナーとの連携事業数  ２４回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・あこがれいこまび

と 講 演 事 業 、学

校教育創造推進

事業 、キャリ ア教

育プランナーと の

連携事業の実施 

・取組のカリ キュラ

ム化 

   

 

目標値/実績値 ２０回/ ２０回/ ２０回/ ２０回/ 

担当課 教育指導課・教育政策室 
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事業名 「個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実」を目指す授業改善の支援 

事業の概要 

「個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実」を目指す授業改善の支援と し

て、希望する 教職員を対象に、継続的な伴走型研修や助言を受けら れる 機会を

提供する 。また、オンラインプラット フォーム上で、学校間を越えて、教職員同士が

学び合える場を提供する。 

目標名/現状値 伴走型研修参加人数 ０人 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 「 個 別 最 適 な 学

びと 協 働 的 な 学
びの 一 体 的 な充
実 」 を 目 指 す 授

業 改 善 の た め の

伴走型研修 の実
施 

   

目標値/実績値 ２０人/ ３０人/ ４０人/ 5 ０人/ 

担当課 教育指導課・教育政策室 

 

 

事業名 教育・保育の質の向上 

事業の概要 

全国的に報告さ れている 保育施設内での不適切な保育の事例を受け、あら ため

て子ども の権利について考え、子ども の人権を大切にした保育のあ り 方を再確認

するために公私立職員研修を実施する 。 

目標名/現状値 研修開催数 １回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・不適切保育防止

に向 け た 研 修 開

催 

   

目標値/実績値 １回/ １回/ ２回/ ２回/ 

担当課 幼保こども 園課 
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事業名 学びと 活躍推進事業 

事業の概要 

主に働き 盛り 世代を対象に、人生の選択肢を増やし、ウェルビーイング （身体的・

精神的・社会的に良好な状態）に生き る ための知恵・ス キル・つながり 等を育む学

びの場「is c h o o l 」を展開する。 

目標名/現状値 
アンケート で「今後 の暮ら しで活かした

いこと があった」と回答した人の割合 
７０％（令和４年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・市民協働や他課

と の 連 携 に よ る

講座の開催 

・ 学 びの ポ ータ ル

サイト の運用 

   

目標値/実績値 ７０％/ ７０％/ ７０％/ ７０％/ 

担当課 生涯学習課 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 保幼小接続推進事業 

事業の概要 

市内公私立幼稚園・保育所・こども 園・公立小学校が連携し、滑ら かな接続に向

け、取組を推進する。 

幼児と児童、職員同士の交流、参観や研修を通して、互いの教育を理解する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・接続カリ キュ ラム
を 見 直 し 、 活 用

する。 

   

目標値/実績値 － － － － 

担当課 幼保こども 園課・教育指導課 
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事業名 高齢者教育推進事業 

事業の概要 

人生 10 0 年時代にあって、第 2 ・第 3 の人生をより 充実して過ごせるよ う 、学びと

交流の場を通して地域活動への参加等シニアの力をまちづく り につなげる と と も

に、安心で心豊かなセカンド ライフを支援する 取組を進める。 

▶ いこま寿大学の運営 

6 2 歳以上の市民を対象に、様々な学習活動を通して「健康づくり 」「生きがいづく

り 」「仲間づくり 」をしながら 、「まちづくり 」でも 活躍できることを目指して学ぶ。 

▶ セカンド ライフ充実支援 

講演を通して豊かなセカンド ライフのための意識づけを行う と と も に、個別のテー

マによる実践講座により 具体的なプラン作成や行動につなげる。 

目標名/現状値 
セカンド ライフ充実支援講座の 

受講者数（累計） 
3 0 0 人（令和 5 年度見込値） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ い こ ま 寿 大 学 の

運営 

・セカ ンド ライフ講

演会 

・セカ ンド ライフ実

践講座 

   

目標値/実績値 6 0 0 人/ 9 0 0 人/ 1,2 0 0 人/ 1,5 0 0 人/ 

担当課 生涯学習課 

 

 

事業名 （仮称）「サイエンス 探究教室」の実施 

事業の概要 

こども たちが個々の多様な能力や興味関心をも と に「自分で考え、調べ、実践す

る 」力を伸ばせる よ う な機会と して、奈良先端大や奈良高専など高等教育機関と

連携しながら 、市内の中学生を対象と した科学（サイエンス ）に関する 「探究型」の

連続講座を開催する 。 

目標名/現状値 教室の参加者数 － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ ( 仮 ) サ イ エ ン ス

探究教室の開催 

（３テーマ×３回/テ

ーマ＝計９回） 

   

目標値/実績値 13 5 人/ / / / 

担当課 生涯学習課 
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事業名 ビジネス 支援事業 

事業の概要 

ビジネス に役立つ知識を学ぶ場と して連続講座を開催し、様々な仕事に携わる 市

民が集い情報交換し交流すること によ り 、新しいネット ワーク を作り 出す。 

多様な参加者が興味を持つビジネス に関する テーマと して「論語」のほか、ビジネ

ス や本、歴史等に関する講座を開催し、語り 合う 場を設ける。 

目標名/現状値 参加者数 － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・働 く 世 代 が 興 味

を 持つテーマを 中

心に連続講座を 9

回開催 

   

目標値/実績値 2 0 人/ 2 0 人/ 2 0 人/ 2 0 人/ 

担当課 図書館 
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事業名 地域ス ポーツ推進事業 

事業の概要 

・多く の市民が参加しやすいス ポーツイベント と して「いこまス ポーツの日」を開催

し、ス ポーツを始める き っかけと する こと や、市内総合型地域ス ポーツク ラブやス

ポーツ施設指定管理者の事業を紹介すること で、市民の継続的なス ポーツ活動

に繋げる 。また、子ども から 高齢者、障がい者などあら ゆる 市民が気軽に参加で

きる「スポパ＋（プラス ）」を開催する。 

・障がいのある 人が、障がいの種別や程度に関ら ず、ス ポーツに親しみ楽しむこと

ができる よ う 、ス ポーツ施設の開放事業や障がい児を対象と した体つくり 運動プ

ロ グラム「できる がみえる 」を実施する。 

・ス ポーツに夢や憧れを抱ける よ う に、メ ダリ ス ト やト ップアス リ ート を招き 、ス ポー

ツ教室や講演会を開催し、有名スポーツ選手と触れ合う 機会をつくる 。 

目標名/現状値 各種事業の開催 １２回 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・いこまス ポーツの

日 やス ポ パ ＋ の

開催（２回） 

・障 が い( 児 ) 者 の

た め の ス ポ ー ツ

施設開放事業 の

開催（４回） 

・障 が い 児 の ため

の 体 つ く り 運 動

プ ロ グ ラ ム の 実

施（４回） 

 

・ メ ダ リ ス ト やト ッ

プ ア ス リ ート を 招

聘しス ポーツ教 室

や 講 演 会 の 実 施

（２回） 

 

 

 

 

 

 

・障 が い 児 の ため

の 体 つ く り 運 動

プ ロ グ ラ ム の 実

施 （ ４ 回 ） 及 びマ

ニュアル化 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障 が い 児 の ため

の 体 つ く り 運 動

プロ グ ラムマニュ

ア ル策 定 と 関 係

団 体 への周 知 啓

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 １２回/ １２回/ ８回/ ８回/ 

担当課 ス ポーツ振興課 
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２ 多様性を認識・尊重し行動できる態度の養成 
国籍、LGBTQ、障がいの有無、不登校、特別な才能を持つ子等、一人ひとりの個性や多様性を

ありのまま受け入れ大切にし、誰もが挑戦、活躍、貢献できる機会を持つことで自己肯定感を高め

ます。また、その経験を通じて、他者を承認し、他者からの承認を得られるよう、相互承認の感性

を育みます。 

教職員・家庭・地域が協働し、こどもたちが多様な人間関係を育めるような学校園づくりを進め

ます。また、学校運営や地域において、こどもたちが自ら課題を見つけ、対応案を考え、周りの協

力を得ながら具体化するなど、自分たちのことは自分たちで決めるという主体性を育む取組を進

めます。 

一人ひとりの個性や多様性を理解・尊重する学びを大切にし、いじめを決して許さない学校づ

くりをはじめ、こどもたち一人ひとりが生命の大切さを学ぶ具体的な機会を確保します。また、ト

ラブルに対応する力を高める心の教育を重視し、相手を尊重することで自分たちで解決していく

力を育成します。 

全てのこどもたちが共に過ごすためのインクルーシブな場や機会と、一人ひとりに応じたきめ細

かな配慮を両輪とした教育を進めます。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 自殺対策推進事業 

事業の概要 

平成３１年３月に策定した「生駒市自殺対策計画」に基づき、「S OS の出し方に関

する 教育」の研修を実施する 。そして児童生徒の心身の状況の把握や児童生徒

への相談窓口の周知徹底を行い、ス クールカウンセラー等の活用を実施する 。 

目標名/現状値 研修回数 ２１回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・初 任 者研 修 での

実施 

・各 校 にて児 童 生

徒に対して開催 

 

 

  

目標値/実績値 2 1 回/ 2 1 回/ 2 1 回/ 2 1 回/ 

担当課 教育総務課・教育指導課 

 

事業名 デジタルシティズンシップ教育の推進 

事業の概要 
情報社会における安全やルールを児童生徒が主体的に考え、正しく理解し行動す

るための情報モラルを育成する 。 

目標名/現状値 情報活用リ テラシー自己評価 高まった５６．７％（令和 5 年） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・各校で教職員対

象の研修 

   

目標値/実績値 ５８％/ ６０％/ ６２％/ ６４％/ 

担当課 教育指導課 
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事業名 いじめ防止等の施策推進 

事業の概要 
平成２９年３月に策定した「生駒市いじ め防止基本方針」に基づき 、いじ め防止や

早期発見につながる取組を推進する。 

目標名/現状値 いじめ問題対策連絡協議会開催回数 2 回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・生 駒 市 い じ め 問

題対策連絡協議

会の開催 

   

目標値/実績値 2 回/ 2 回/ 2 回/ 2 回/ 

担当課 教育指導課 

 

 

事業名 特別支援教育の充実 

事業の概要 
特別支援学級在籍児童生徒の学習支援、機能回復のための環境及び体制の充

実を図る。 

目標名/現状値 特別支援教育相談日数 3 3 日（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・特別支援教育相

談の実施 

   

目標値/実績値 3 3 日/ 3 3 日/ 3 3 日/ 3 3 日/ 

担当課 教育指導課 

 

 

事業名 不登校支援推進 

事業の概要 
学校に登校しづら い児童生徒に対して居場所と なる 「子ども の居場所・学び支援

室」の設置運営。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・居場所づく り 、学

び支援 

・ ほ っ と ル ー ム 入

室対象拡大 

   

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育指導課 
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事業名 自校式通級指導教室推進事業 

事業の概要 

令和５ 年度から 現在配置している 県費通級指導教師６人に加え、市費で４ 人配

置すること によ り 、各校平均週２回巡回を行っている。今後、県から 担当教員の配

置が増えるにあたり 、通級指導を行う 教員を育成する 。通級指導教室の運営につ

いて指導助言及び運営補助を行い、自校式の通級指導教室を推進する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・通 級 指導 を 学 ぶ

教 員 へ の 補 充 教

員 

1 人 5 校担当×２

人＝週 2 0 校配置 

 

 
・通級指導担当 

教員県加配 10 割 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育指導課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 校内サポート ルーム事業 

事業の概要 
教室に入り づら い児童生徒を対象に、安心して過ごせる 居場所を学校内に設置

し、不登校支援を推進する 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・2 校 を モデルに

実証を行う  

・4 校をモデルに

実証を行う  

・全校に校内サポ

ート ルームを設置 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育指導課 
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事業名 ス クールカウンセラー配置の拡充 

事業の概要 

中学校で月 4 回に、小学校で月 2 回、相談を希望する 児童生徒・保護者・教員に

対してカウンセリ ング を行う 。緊急の対応やＳＣへのアド バイザー的役割を果たす

ス ーパーバイザー的役割をつくる 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ス ク ールカウンセ

ラーの配置 

中学校（月４） 

小学校（月２） 

・ ス ー パ ー バ イ ザ

ー（年 3 0 回） 

・ 教 育 支 援 施 設

（毎週 2 人） 

・ほっと ルーム （週

1 日 2 人） 

   

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育指導課 

 

 

事業名 ス クールソーシャルワーカー配置の拡充 

事業の概要 
小学校に月１回ス ク ールソーシャルワーカーを配置し、ス ク ールソーシャルワーカー

の役割について理解を深め、ヤングケアラー等の早期発見及び早期対応を行う 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 教 育 支 援 施 設

（年 5 0 回） 

学 校 へ訪 問 し、現

地で相談を受ける

日を設けている 。 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育指導課 
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事業名 多様性を認め合う 場の提供 

事業の概要 
世代や障がいの有無を越えてアート 作品の製作に挑戦する アート プロ ジェク ト の

実施を通して、お互いの違いを受け止め、多様性を認め合う 意識を醸成する 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・「 イ ンク ルーシ ブ

アート ワーク ショ ッ

プ」の開催 

   

目標値/実績値 － － － － 

担当課 生涯学習課 

 

 

事業名 図書館読書バリ アフリ ー事業 

事業の概要 
障がい、高齢等の理由によ り 、図書館の利用に困難を感じている人が気軽に利用

できる図書館を目指し、ボランティアとと も に読書推進を行う 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・音訳ボランティア

養成講座、音訳

サービス の実施 

・宅配サービス の

実施 

・知的障がい者の

ための代読サー

ビス 実施 

・N A IS T 連携事

業 留学生と 絵

本であそぼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 図書館 
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基本方針２ 学びを通してつながり合える地域であるために 

１ 学びをきっかけとした市⺠同⼠の交流や新たな活躍の機会づくり 
年齢や障がいの有無、国籍等、置かれた状況に関係なく全ての市民が自分らしく活躍できるよ

う、身近な地域において自ら学びたいときに学び、新たな知識や情報を得るなど、主体的な学び

を通して自己実現や他者とのつながりを得られる機会の充実を図ります。 

自身の得意分野やスキルを生かした市民同士の学び合いにより、若者も含めた幅広い世代の

市民が地域で活躍する機会の拡充や世代間交流の推進、学びの継続を図ります。 

本を通したコミュニティをつくり市民のネットワークを構築するため、図書館をまちづくりの拠点

とし誰もが学べる機会を設け、人と本、人と人が出会える場を創出します。 

市民が芸術に触れる機会や文化芸術活動の成果を発表する機会を広げるとともに、「音楽のま

ち生駒」の推進など市民との協働による取組を通して文化の担い手を拡充します。 

本市の伝統文化や歴史について学ぶ機会を提供するとともに、調査研究の成果等を通して幅

広い世代の市民が地域への愛着を深められる取組を進めます。 

こどもから高齢者、障がい者等あらゆる市民が、興味や目的に応じてスポーツを楽しむことがで

きるように、それぞれのライフスタイル・ライフステージにあったスポーツを楽しめる機会をつくりま

す。 

こどもたちが、将来にわたりスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむ機会を確保するため、学

校部活動の地域移行を見据え、新たな地域クラブ活動の推進や実施主体の活動支援等を行いま

す。 

文化・歴史・スポーツ・読書等の活動を通じて、市民一人ひとりが個性を生かした役割を持って、

まちづくりや地域づくりで活躍できるような取組を具体化します。 

 
［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 いこま教育フォーラム 

事業の概要 

生駒市の学校教育の“今”を知り 、“これから ”を考える 「いこま教育フォーラム」を

継続的に開催し、これから の生駒の地域と 学校について地域住民や保護者と 共

に考える機会を設ける 。 

目標名/現状値 開催回数 ２回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・いこ ま教 育フォー

ラムの実施 

  

 

 

 

目標値/実績値 ２回/ ２回/ ２回/ ２回/ 

担当課 教育政策室 
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事業名 幅広い世代への学ぶ機会の提供と 地域の人材活用 

事業の概要 

「ＩＫＯＭＡサマーセミ ナー」など、様々な特技や専門知識等を持った市民自身が先

生と なって、市民への学びや体験の場を提供する と と も に、市民が活躍する 機会
とする。 
また、このよう な場づくり を市民が主体と なって継続的に取り 組み、さら に発展して

いけるよ う 支援すること で、生駒の誇る 「市民力」をさら に引き 出し、市民の持つス
キルやアイデアを活かしたまちづくり につなげる 。 

目標名/現状値 
サマーセミ ナーに参加した「先生」の 

実人数（累計） 
１７８人（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・市民主体の実行

委 員 会 によ る 開

催・運営 

  

 

 

 

 

目標値/実績値 19 0 人/  ２００人/ ２１０人/ ２2 ０人/ 

担当課 生涯学習課 

 

 

事業名 学びと 活躍推進事業（再掲） 

事業の概要 

主に働き 盛り 世代を対象に、人生の選択肢を増やし、ウェルビーイング （身体的・

精神的・社会的に良好な状態）に生き る ための知恵・ス キル・つながり 等を育む学

びの場「is c h o o l 」を展開する。 

目標名/現状値 
アンケート で「今後 の暮ら しで活かした

いこと があった」と回答した人の割合 
7 0 ％（令和４年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・市民協働や他課

と の 連 携 に よ る

講座の開催 

・ 学 びの ポ ータ ル

サイト の運用 

   

目標値/実績値 ７０％/ ７０％/ ７０％/ ７０％/ 

担当課 生涯学習課 
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事業名 高齢者教育推進事業（再掲） 

事業の概要 

人生 10 0 年時代にあって、第 2 ・第 3 の人生をより 充実して過ごせるよ う 、学びと

交流の場を通して地域活動への参加等シニアの力をまちづく り につなげる と と も

に、安心で心豊かなセカンド ライフを支援する 取組を進める。 

▶ いこま寿大学の運営 

6 2 歳以上の市民を対象に、様々な学習活動を通して「健康づくり 」「生きがいづく

り 」「仲間づくり 」をしながら 、「まちづくり 」でも 活躍できることを目指して学ぶ。 

▶ セカンド ライフ充実支援 

講演を通して豊かなセカンド ライフのための意識づけを行う と と も に、個別のテー

マによる実践講座により 具体的なプラン作成や行動につなげる。 

目標名/現状値 
セカンド ライフ充実支援講座の 

受講者数（累計） 
3 0 0 人（令和 5 年度見込値） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ い こ ま 寿 大 学 の

運営 

・セカ ンド ライフ講

演会 

・セカ ンド ライフ実

践講座 

   

目標値/実績値 6 0 0 人/ 9 0 0 人/ 1,2 0 0 人/ 1,5 0 0 人/ 

担当課 生涯学習課 

 

 

事業名 歴史・伝統文化の学びの場の提供と 発信 

事業の概要 

伝統文化に親しむ機会の拡充や継承を進める ほか、郷土学習の拠点である生駒

ふる さ と ミ ュ ージアムの事業（講座や特別展示）を通して本市の歴史文化を発信

し、市民の郷土愛を高める。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・市 内小学 校を 対

象と した、高山竹

林 園 での茶 道 体

験補助事業 の実

施 

・ふる さ と ミ ュ ージ

ア ム に お け る 講

座、特別展・企画

展 、出 前 授 業 等

の開催 

   

目標値/実績値 － － － － 

担当課 生涯学習課 
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事業名 「音楽のまち生駒」推進事業 

事業の概要 

公募提案型の「市民みんなで創る 音楽祭」や市民吹奏楽団を中心と した吹奏楽

事業等により 、市民と の協働で「音楽のまち生駒」を推進し、音楽文化の担い手の

拡大や、文化芸術を通した本市の魅力向上を図る。 

目標名/現状値 市主催音楽事業の来場者数 ７,5 0 0 人（令和５年度見込値） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・「市民みんなで創

る 音 楽 祭 」 の 開

催 

・市民吹奏楽団の

運営、事業開催 

・リ ベラルコ ンサー

ト の開催 

・ラ イオンズ コ ンサ

ート の開催 

   

目標値/実績値 7 ,6 0 0 人/ 7 ,7 0 0 人/ 7 ,8 0 0 人/ 7 ,9 0 0 人/ 

担当課 生涯学習課 

 

 

事業名 市民と の連携や「協創」のも と 、まちづくり の拠点となる 図書館づくり  

事業の概要 
市民と の連携や「協創」のも と 、人と 本、人と人をつなぐ事業を行い、新たな文化を

創造するまちづくり の拠点と なる 図書館を目指す。 

目標名/現状値 団体貸出登録数 16 0 団体（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・本 棚 の W A 、未

在亭 

・まちかど図書室 

・ 官 民 協 創 事 業 

はっぱクラブ試行 

 

 

 

 

 

 

・令和 6 年度の実

績 によ り は っ ぱク

ラ ブを 継 続 実 施 。

（ ま た は 実 施 し な

い） 

  

目標値/実績値 16 5 団体/ 17 0 団体/ 17 5 団体/ 18 0 団体/ 

担当課 図書館 

 

 



- 18  - 

 

事業名 地域ス ポーツ推進事業（再掲） 

事業の概要 

・多く の市民が参加しやすいス ポーツイベント と して「いこまス ポーツの日」を開催

し、ス ポーツを始める き っかけと する こと や、市内総合型地域ス ポーツク ラブやス

ポーツ施設指定管理者の事業を紹介すること で、市民の継続的なス ポーツ活動

に繋げる 。また、子ども から 高齢者、障がい者などあら ゆる 市民が気軽に参加で

きる「スポパ＋（プラス ）」を開催する。 

・障がいのある 人が、障がいの種別や程度に関ら ず、ス ポーツに親しみ楽しむこと

ができる よ う 、ス ポーツ施設の開放事業や障がい児を対象と した体つくり 運動プ

ロ グラム「できる がみえる 」を実施する。 

・ス ポーツに夢や憧れを抱ける よ う に、メ ダリ ス ト やト ップアス リ ート を招き 、ス ポー

ツ教室や講演会を開催し、有名ス ポーツ選手と触れ合う 機会をつくる 。 

目標名/現状値 各種事業の開催 １２回 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・いこまス ポーツの

日 やス ポ パ ＋ の

開催（２回） 

・障 が い( 児 ) 者 の

た め の ス ポ ー ツ

施設開放事業 の

開催（４回） 

・障 が い 児 の ため

の 体 つ く り 運 動

プ ロ グ ラ ム の 実

施（４回） 

 

・ メ ダ リ ス ト やト ッ

プ ア ス リ ート を 招

聘しス ポーツ教 室

や 講 演 会 の 実 施

（２回） 

 

 

 

 

 

 

 

・障 が い 児 の ため

の 体 つ く り 運 動

プ ロ グ ラ ム の 実

施 （ ４ 回 ） 及 びマ

ニュアル化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障 が い 児 の ため

の 体 つ く り 運 動

プロ グ ラムマニュ

ア ル策 定 と 関 係

団 体 への周 知 啓

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 １２回/ １２回/ ８回/ ８回/ 

担当課 ス ポーツ振興課 
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事業名 新たな地域ク ラブ活動推進事業 

事業の概要 

学校部活動の地域移行を見据えた「新たな地域ク ラブ」を拡充する ため、引き 続

き 「新たな地域ク ラブ活動推進協議会」の運営と コーディネーターを配置する と と

も に、学校関係部局や中学校等と の連携を図る 。また、新たな地域ク ラブ活動の

推進に合わせ、学校体育施設開放事業における 運用ルールの見直しや有料化等

の検討を行う 。 

目標名/現状値 －  －  

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・推進協議会の運

営 

・コ ーディ ネータ ー

の配置 

・ 新 た な 地 域 ク ラ

ブ拡充 

 

・学校体育施設開

放 事 業 運 用 ルー

ルの見直し 

 

 

 

 

 

 

 

・学校体育施設開

放 事 業 新 運 用 ル

ールの決定 

 

 

 

 

・ 新 た な 地 域 ク ラ

ブと 学 校 部 活 動

地域移行の推進 

・学校体育施設開

放 事 業新 運 用ル

ールの開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 ス ポーツ振興課 
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２ 市⺠同⼠がゆるやかにつながり、学び、⽀え合える基盤づくり 
様々な学びを通じて「人づくり･つながりづくり･生きがいづくり」を実現するほか、地域課題へ

の関心を高め、地域づくりへの意識を醸成します。 

地域学校協働活動や市民自治協議会、自治会による複合型コミュニティ等と連携し、学校や地

域を拠点とした市民同士の学び合いや居場所づくりとともに、親子と地域とのつながりづくりを

進めます。 

こどもたちが安心して成長できるよう、家庭・地域・学校園・事業者・行政が連携し、地域全体で

こどもを見守り、育む土壌を育てます。 

家庭・地域・学校園の連携により、こどもたちの豊かな成長を育むことができるような取組を進

めながら、複合的な機能を持ち地域の拠点となるよう、地域に開かれた学校園づくりを進めます。 

こどもたちが自ら本に手を伸ばし、読書の楽しさを共有できるよう、こどもの読書推進に取り組

むため、家庭・地域・学校園の連携を強化します。 

多くの市民がより気軽に文化・スポーツ活動に参加できるよう、関係機関や関係団体、地域との

連携を強化します。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 放課後子ども 教室の運営 

事業の概要 
地域学校協働活動と して放課後や長期休業中等において、こども たちが安心・安

全に過ごし、多様な体験・活動ができる居場所をつくる 。 

目標名/現状値 放課後子ども 教室設置数 ９校（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・放 課 後 子 ども 教

室の設置運営 

   

目標値/実績値 １０校/ １２校/ １２校/ １２校/ 

担当課 教育指導課 

 

 

事業名 コミ ュニティ・ス クールの推進 

事業の概要 

学校と 地域住民等が力を合わせて子ども たちの成長を育むため、地域住民等が

学校運営に取り 組むこと が可能と なる学校運営協議会を各小・中学校に設置し、

地域と と も にあ る 、地域に開かれた学校を推進する 。地域の現実に即した当事者

能力を子ども たちに育むため、学校運営協議会によ る カリ キュラムの提案も 歓迎

する。 

目標名/現状値 
学校運営協議会設置校数 

学校運営協議会の開催回数 

２０校（令和５年度） 

５４回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・学校運営協議会

の開催 

   

目標値/実績値 / / / / 

担当課 教育指導課・教育総務課 
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事業名 幼稚園コミ ュニティ・ス クールの充実 

事業の概要 

市立幼稚園コミ ュニティ・ス クールにおいて、園と 保護者、地域コミ ュニティが連携

してこども のための取組を進める 。なばた幼稚園・俵口幼稚園に学校運営協議会

を設置している が、園児数の減少が著しいあ すか野幼稚園においても 設置を行

う 。また、その他の園においても 、園児数やニーズに応じて、設置を検討する 。 

目標名/現状値 学校運営協議会設置園数 ２園（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・俵口幼稚園・な
ばた幼稚園に加
え、あすか野幼稚

園に学校運営協
議会設置 

・他の市立幼稚園
での学校運営協

議会設置検討 

  

目標値/実績値 ３園/ 4 園/ 4 園/ 4 園/ 

担当課 こども 園準備室 

 

 

事業名 高齢者の学びを「行動」につなげら れる仕組みづくり  

事業の概要 

「寿生駒連絡協議会」（気ら く ネット ）に代表さ れる 同大学の卒業生など有志の市

民が地域や学校等と 連携しながら まちづくり の担い手と して活躍する 機会を増や

していけるよう 支援を行う 。 

目標名/現状値 気ら くネット の新たな取組実施数 １件（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・気 ら く ネッ ト によ

る 地 域 で の 社 会

貢献活動の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 １件/ 1 件/ 1 件/ 1 件/ 

担当課 生涯学習課 
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事業名 家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援 

事業の概要 

子育ての不安解消や地域でのつながり づくり などを目的に、地域で子育て支援等

に関わる 市民と の協働によ り 立ち上げた生駒市家庭教育支援チーム「たけのこ」を

中心に、学校園などと の連携のも と 親子や保護者を対象と した交流事業や家庭

教育に関する情報発信などに取り 組む。 

目標名/現状値 「たけのこ」によるイベント 等取組実施数 ３件（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・地 域 や学 校 園 と

連 携 し た 交 流 行

事 「 た け の こ  ふ

れ愛 」イ ベント の

開催 

・家 庭 教育 支援チ

ーム に関 す る 啓

発 

・市 HP での情報

発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 ６件/ ６件/ ６件/ ６件/ 

担当課 生涯学習課 

 

 

事業名 
「人を通して人を知る 」「本を通して人を知る 」をキャッチフレーズと する ビブリ オバ

ト ル全国大会の開催 

事業の概要 
図書館が本を通じ て語り 合う 場になる と と も に、年齢や地域の枠を超えた全国大

会を開催する。 

目標名/現状値 ビブリ オバト ル全国大会の参加者数 ３７７人（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ビブリ オバト ル全

国 大 会 ｉ ｎ い こ ま

を開催 

   

目標値/実績値 ３００人/ ３００人/ ３００人/ ３００人/ 

担当課 図書館 
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事業名 こども 読書活動における家庭・地域・学校の連携 

事業の概要 

家庭、地域、学校から 様々な人が集まり 、こども の読書活動推進に関する 情報共

有を行い、学び合ったこ と を、それぞれの団体や地域へ持ち帰り 、課題解決や活

動の充実を図る。 

目標名/現状値 
ト ライ！生駒子ども 読書会議の開催回

数 
３回（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・「ト ライ！生 駒 子

ども 読書会議」の

開催 

   

目標値/実績値 ３回/ ３回/ ３回/ ３回/ 

担当課 図書館 

 

 

事業名 総合型地域スポーツク ラブ育成・支援事業 

事業の概要 

誰も が身近な地域で気軽にス ポーツ活動が行える よ う 、市内の総合型地域ス ポ

ーツク ラブの活動を支援する 。また、学校部活動の地域移行を 見据えた「新たな

地域ク ラブ活動」の実施団体と して、学校等と の連携支援を行う など体制強化に

向けたク ラブ支援を行う 。 

目標名/現状値 市内ク ラブの会員数 ９８１人（令和４年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・各ク ラブに対する

活動支援 

・ 新 た な 地 域 ク ラ

ブ活動 実 施団体

と し て の 体 制 強

化支援 

   

目標値/実績値 1,0 5 0 人/ 1,10 0 人/ 1,14 0 人/ 1,19 0 人/ 

担当課 ス ポーツ振興課 
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基本方針３ 多様な学びを⽀える環境づくりのために 
１ 「楽しい学校園づくり」のための学校園運営体制の整備 

こどもたち・教職員にとって学校園がより楽しいと感じられるよう、対話を通じて、安心と挑戦

との両方を具体化できる学校園づくりを進めます。 

教職員にとって働きがいがあり、社会変化に応じたスキルや力を身につける機会を確保するた

めにも、教職員の働き方改革に取り組み、指導・運営体制の充実やデジタル化などの業務改善に

取り組みます。 

多様な働き方を選択できるよう柔軟な制度運用を通して、慢性的な講師不足や教職員のなり

手不足の解消に向けた取組を進めます。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 教職員のウェルビーイングを実現する働き方改革 

事業の概要 

教職員が健康でいきいきと やり がいをも って働ける環境整備を行い、教職員が授

業や教材研究等に集中し、ゆと り をも って教育活動に取り 組める時間の拡充を図

る。 

目標名/現状値 月８０時間超の時間外労働者数 ６８人（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ス ク ールサポート

ス タ ッ フ の 全 校

配置 

 

・部活動の段階的

な地域移行 

 

 

・働 き 方 改 革 に取

り 組むプロ ジェク

ト チームの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教職員の業務改

善についての各種

調査及び整理 

 

 

 

 

・ 土 日 におけ る 教

員 の 部 活 動 指 導

の廃止 

 

 

目標値/実績値 ５０人/ ３０人/ １５人/ ０人/ 

担当課 教育総務課・教育指導課・教育政策室 
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事業名 学校屋内運動場空調設備整備事業 

事業の概要 

各学校の屋内運動場には、防災物品と して大型冷風扇を整備しており 、災害時

以外も 活用し熱中症対策を行っている。 

しかし、近年の夏期の気温上昇によって屋内運動場での活動による 熱中症リ ス ク

が上がっていること から 、屋内運動場に空調設備を整備してリ ス ク 軽減を図る 。ま

た、避難所と して使用すること と なった場合でも 、空調設備が整っている ことによっ

て避難者の体調管理に資すること ができる。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・実施設計 

（小学校１０校、 
中学校６校、 
小中学校１校） 

・工事 

・工事監理 
（中学校６校、 
小中学校１校） 

・工事 

・工事監理 
（小学校１０校）  

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育総務課 

 

 

事業名 認定教育者資格取得支援事業 

事業の概要 
IC T を活用した授業を実践する教員の基礎ス キル向上を支援するために、Ｇｏｏｇ

ｌｅ認定教育者資格取得等を支援する 。 

目標名/現状値 認定資格合格率 ８７.8 ％（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 春 期 ・ 夏 期 休

暇 中 に 資 格 取

得 支 援 講 座 を

実施 

   

 

目標値/実績値 ８０％/ ８０％/ ８０％/ ８０％/ 

担当課 教育指導課・教育政策室 
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事業名 先進校視察支援事業 

事業の概要 

ミ ド ルリ ーダー層以上の教員及び教育委員会事務局の指導主事が自分自身の

教育観や授業観のアップデート に充てる時間を確保する ために、教育委員会事務

局主導で先進校視察を行う 。 

目標名/現状値 視察参加人数 ４３人（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 先 進 校 視 察 実

施 

 

 

  

目標値/実績値 ４５人/ ４５人/ ４５人/ ４５人/ 

担当課 教育指導課・教育政策室 

 

 

事業名 講師不足対策 

事業の概要 定数内講師の不足の解消及び、今後予想される講師不足に関する施策 

目標名/現状値 毎年度２月時点の講師不足数 １０人（令和５年２月） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ い こ ま 教 育 ・ 保

育資格バンク 

・いこま教師塾 

   

目標値/実績値 ４人/ ０人/ ０人/ / 

担当課 教育総務課・教育政策室 
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事業名 「教頭の業務の再定義」を核と した学校の業務改善と 教師の働き方改革施策 

事業の概要 

授業改善を始めと する教育活動の改善に向けて、教職員の組織的な働き方改革

を推進する。特に、学校運営の核であり 、近年時間外労働が増大している教頭職

の業務を再定義し、働き方改革を推進させる。 

モデル校と なる 学校を小中学校から それぞれ選定し、モデル校の教頭ら にコンサ

ルタント から の研修や助言の機会を提供し、伴走型支援をする 。また、教頭をリ ー

ダーシップとする組織開発の実践の効果を、組織変革プロ セス を用いた学校組織

診断によって評価・測定し、継続的な改善を図る。 

目標名/現状値 月８０時間超の時間外労働者数 ６８人（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 教 頭 を 対 象 と し

た、伴 走 型 の働 き

方 改 革 支 援 （ 研
修・コ ンサルティ ン

グ）の実施（4 校） 

・ 組 織 変 革 プロ セ
ス 指標を用いた学

校 組 織 診 断 の 実
施（4 校×2 回） 

・保護者宛 文書 等

の一体的 なデジタ
ル化推進 

・教 頭 の 働 き 方 改

革 P T の発足 

・令 和 ６ 年 度 実 施

の研修及びコ ンサ

ルティ ング 内 容 の
市 内 小 中 学 校 へ

の展開 

  

目標値/実績値 ５０人/ ３０人/ １５人/ ０人/ 

担当課 教育政策室 

 

 

事業名 高齢者の学びを「行動」につなげら れる仕組みづくり （再掲） 

事業の概要 

「寿生駒連絡協議会」（気ら くネット ）に代表される同大学の卒業生など有志 

の市民が地域や学校等と連携しながら まちづくり の担い手として活躍する機会を 

増やしていけるよう 支援を行う 。 

目標名/現状値 気ら くネット の新たな取組実施数 １件（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・気 ら く ネッ ト によ

る 地 域 で の 社 会

貢献活動の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 / / / / 

担当課 生涯学習課 
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事業名 家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援（再掲） 

事業の概要 

子育ての不安解消や地域でのつながり づくり などを目的に、地域で子育て支援等

に関わる 市民と の協働によ り 立ち上げた生駒市家庭教育支援チーム「たけのこ」を

中心に、学校園などと の連携のも と 親子や保護者を対象と した交流事業や家庭

教育に関する情報発信などに取り 組む。 

目標名/現状値 「たけのこ」によるイベント 等取組実施数 ３件（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・地 域 や学 校 園 と

連 携 し た 交 流 行

事「たけのこ  ふれ

愛」イベント の開催 

・家 庭 教育 支援チ

ームに関する啓発 

・市 HP での情報

発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 ６件/ ６件/ ６件/ ６件/ 

担当課 生涯学習課 
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２ こどもたちの新たな学びを創出する環境整備 
学校園の整備に当たっては安全性を第一とすることに加え、こどもたちと教職員が居心地よく

リラックスできる空間を整備します。また、こどもたち一人ひとりの個別最適な学びを実現するた

めに必要な教室・設備を確保すると同時に、他学年のこどもたちや地域の関係者、遠く離れた多

様な人たちと共に学ぶ協働的な学びを実現するための環境整備を進めます。 

楽しく通い、学ぶことのできる学校環境をつくることはもちろんのこと、学校の教室以外の場所

でも安心して学べるよう、全てのこどもたちにとって居心地がよく、個性を発揮しながら成長でき

る多様な環境・場づくりを進めます。 

多様化する学童保育ニーズに対応するため、指導員確保などによる体制づくりや、知識や能力

の向上のための人材育成を含めた学童保育環境の整備を進めるとともに、民間事業者による学

童保育事業への参入など、保護者やこどもたちのニーズに対応できる環境整備を促進します。 

待機児童解消を継続し、多様化する保護者ニーズに応えるために、保育所の整備や新たなサー

ビスの検討、公私連携幼保連携型認定こども園への移行を計画的に進めます。 

家庭教育の重要性を認識すると同時に、家庭間の経済格差など、こどもたちの置かれた状況に

かかわらず学びを進めることができるよう、これまで以上に教育部局と福祉部局とが連携し、地域

共生社会の中での教育の役割や在り方について検討し、具体化します。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 小中学校施設の計画的な大規模改修事業 

事業の概要 
建設から 4 0 年程度経過し、老朽化が進んでいる小中学校の大規模改修を順次

計画的に実施する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・大 規 模改 修に向

けた基本設計を基

に実施設計 

（上中） 

・大規模改修工事 

（上中） 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育総務課 
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事業名 生駒南小学校・中学校整備事業 

事業の概要 

生駒南小学校・中学校は、建築から 約５０年が経過しており 、耐震改修やト イレ改

修などの一定の改修工事は行っている も のの老朽化が著しい状況である。 

学校施設はこども たちが日常生活を送る 場である だけでなく、災害時の避難所と

なる も のでも ある ため、速やかに対策を行う 必要がある。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・境界調査及び境

界 確 定 （令 和 5

年度繰越)  

・測量 

・基本計画策定 

・ワーク ショ ップ 

・基本設計及び実

施設計 

 

・工事  

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育総務課・教育政策室 

 

 

事業名 学校給食センター整備改修工事 

事業の概要 

学校給食センターの経年劣化に伴う 施設設備の更新改良、維持保全が必要であ

る 。令和２年度から 継続的に進めている と ころで、令和５年度に洗浄室、コンテナ

室の床を改修し、令和６年度に調理室、下処理室の床の改修を実施する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・調理室、下処理

室床改修工事 

・厨房機器移設 

・施工監理 

 

 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 学校給食センター 
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事業名 これから の時代の学校図書館のあり 方創造事業 

事業の概要 

デジタ ル化 が加速する 社会 の中 で、一 人一 台端末 導 入によ る 調 べ学 習の変 化

や、新学習指導要領に基づく 「主体的・対話的で深い学び」の授業改善によ る 児

童生徒の探究学習にあたり 、学校図書館の新しいあり 方を模索し、生駒市モデル

を創造していく。 

学校図書館は、文科省の学校図書館ガイド ラインに基づき 、児童生徒の興味・関

心等に応じ て、自発的・主体的に読書や学習を行う 場であ る と と も に、読書等を

介して創造的な活動を行う 場と するための選書や展示方法、読書ス ペース などの

空間づくり 、イベント 等を学校司書と と も に考え、こども たちが自発的・主体的に学

べる環境づくり を目指す。 

目標名/現状値 実験的な取組に対する実施校の数 ２校（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・学校司書先進校

視察 

・学校図書室の展

示 ・空 間づく り の

工夫、充実 

 

  

目標値/実績値 ２校/ ３校/ ４校/ ５校/ 

担当課 教育政策室 

 

事業名 教育系ネット ワーク更新 

事業の概要 

ゼロ ト ラス ト 型セキュリ ティネット ワーク を導入し、セキュリ ティを担保しながら 校務

系ネット ワークと 学習系ネット ワーク を統合する ことで、アク セス 場所（校内外）を問

わず、安全な校務・学習シス テムの利用を可能とする 。ネット ワーク 更新によ り 、教

職員の執務環境の向上を図ること で、児童・生徒と 向き合う 時間の創出や授業準

備の時間の確保を図り 、効率的かつ効果的な教育活動を可能と する。 

また、ゼロ ト ラス ト 型セキュリ ティネット ワーク の構築と 同時に、保守・運用方針、教

育委員会のセキュリ ティポリ シー、施設開放時のネット ワーク環境等も 同時に見直

すことにより 学校現場が抱える課題の解決も 図る。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・構築及び保守業

者 の 選 定 に係 る

プ ロ ポ ー ザ ル の

実施 

・新 し い 環 境 の 構

築、テス ト 運用 

・セキュ リ ティ ポ リ

シーの更新 

・新ネット ワーク 運

用開始 

・新 セキュ リ ティ ポ

リ シー運用開始 

・運用の適宜見直

し 

  

目標値/実績値 － － － － 

担当課 教育総務課・教育指導課・教育政策室 
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事業名 待機児童の解消に向けた取組 

事業の概要 

保育 士 を 確 保し、児 童 の受 け入 れ態勢 を 整 える ため、「資格 を いかそう ！相 談

会」、「保育園、こども 園見学ツアー」、「職場体験」や保育コンシェルジュによ る 相

談事業を継続して実施する 。また、私立の短時間保育士、非正規常勤保育士及

び常勤保育士への助成等を継続する 。 

生駒駅周辺の保育施設や分園等を整備する。 

目標名/現状値 待機児童数（各年度 4 月 1 日現在） 16 人（令和 6 年４月１日） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 「 資 格 を い か そ

う ！ 相 談 会 」 等

実施 

・処遇改善給付金 

（短時間勤務保育

士） 

・ 保 育 士 サ ポ ート

手 当 （ 新 規 採 用

の非正 規常勤保

育士） 

・生駒駅周辺の保

育 施 設 ・ 分 園 等

の公募 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 0 人/ 0 人/ 0 人/ 0 人/ 

担当課 幼保こども 園課・こども 園準備室 

 

 

事業名 市立保育所の老朽化施設の更新 

事業の概要 

老朽化した市立保育所施設の長寿命化や認定こども 園と しての更新を計画的に

進める。また、改修に合わせ、リ ズム室を保育室と して運営している 、中保育園・ひ

がし保育園の定員の適正化を図る。 

目標名/現状値 更新施設数 ０園（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 耐 力 度 調 査 （ 中
保育園） 

・ 基 本 設 計 （ 中 保
育園） 

・ 実 施 設 計 （ 中 保
育園） 

・ 工 事 実 施 （ 中 保
育園） 

・基本設計（ひがし

保育園） 

目標値/実績値 ０園/ ０園/ ０園/ 1 園/ 

担当課 こども 園準備室 

 

 



- 3 3  - 

 

事業名 壱分幼稚園のこども 園化 

事業の概要 

壱分幼稚園の認定こども 園整備に関する基本計画に沿って、公私連携幼保連携

型認定こども 園の整備を進める。施設の設置・運営主体については、民間事業者

から 公募を行う 。壱分幼稚園園舎は市が解体・造成し、民間事業者が新園舎を

建築する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 保 護 者 ・ 地 域 へ

の説明・協議 
・ 公 募 型 プ ロ ポ ー
ザルによ る 事業者

選定、協定締結 

・既 存 園 舎 の解 体
工事 実 施設 計 （ア

ス ベ ス ト 調 査 含

む） 

・ 園 舎 解 体 ・ 造 成

工事【前期】（市） 
・新園舎建築工事
（民間事業者） 

・ 園 舎 解 体 ・ 造 成

工事【後期】（市） 
・新園 舎建築工 事
に対する施設整備

補助 

・開園 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 こども 園準備室 

 

 

事業名 学童保育の充実 

事業の概要 

増加する 学童保育需要に対応する ため、生駒市学童保育運営協議会が運営す

る 学童保育所の環境整備、指導員確保などによ る 体制づく り に取組むと と も に、

新たなニーズに応えるため、民間事業者による 学童保育事業を促進する。 

目標名/現状値 民間学童保育所数 ７か所（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・民間事業者参入

を 図 る た め の 公

募 

・運 営 協議 会に対

する支援 

・民 間 事業 者に対

する支援 

・運営 協議会に対

する 支援 

・民間 事業者に対

する 支援 

・民間事業者参入

を 図 る た め の 公

募 

・運 営協議 会に対

する 支援 

・民 間事業 者に対

する支援 

・運 営 協議 会に対

する支援 

・民 間 事業 者に対

する支援 

目標値/実績値 ７か所/ ８か所/ ８か所/ ９か所/ 

担当課 児童総務課 
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３  全ての市⺠が安⼼して学び成⻑できるための環境整備 
市民の生涯学習やスポーツ活動の拠点となる各施設の整備に当たっては、多様化する利用者

ニーズを踏まえ、地域活動の活性化につながるような管理方法や施設全体のあり方を検討しま

す。 

市民が郷土の歴史を通してまちへの誇りや関心を高められるよう、市内に存在する文化財の保

存を進めるとともに、歴史学習への活用や積極的な情報発信を行います。 

様々な生きづらさや困難を抱える市民が、自分のペースで成長しながら自己有用感を持って社

会生活を送ることができるよう、安心して過ごせる居場所の確保も含め相談・支援体制の充実を

図ります。 

子育てや家庭での心配ごとについて、気軽に相談できる機会やこども自らが相談できる環境を

整備し、児童虐待などを未然に防止するとともに、家庭教育の重要性を啓発し、支援を進めます。 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

 

事業名 保育料の段階的な無償化 

事業の概要 

0 ～2 歳児のう ち第 2 子の保育料を半額から 無償にする （きょう だいカウント 方法

の見直し含む）。また、国等に対して、0 ～2 歳児の保育料の完全無償化に向けた

要望等を行う 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・第 2 子無償化実

施 

・国へ保育料完全

無 償 化 に向 け た

要望 

・県 へ第 ２ 子 無 償

化 に係 る 補 助 を

要望 

  

 

 

 

・ 第 １子 無 償 化 実

施 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 幼保こども 園課 
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事業名 困難を抱える子ども ・若者に対する 支援の充実 

事業の概要 

子ども ・若者総合相談窓口「ユース ネット いこま」を拠点と して、様々な困難を抱え

る 子ども ・若者が自立した社会生活を送れる よ う 、「生駒市子ども ・若者支援ネッ
ト ワーク」の有効活用及び関係機関と の連携のも と必要な支援を行う 。 

目標名/現状値 ユースネット いこまの新規相談者数 ３６人（令和５年度） 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ユース ネット いこ

ま に おけ る 相 談
支援 

・「生 駒 市 子 ども ・

若者支援ネット ワ
ーク」の運営 

 

 
 

 

 
 

  

目標値/実績値 5 0 人/ 5 0 人/ 5 0 人/ 5 0 人/ 

担当課 生涯学習課 

 

 

事業名 図書館リ ニューアル事業 

事業の概要 

図書館本館は昭和 6 2 年に開館し、3 7 年目を迎えている 。開館当時は貸出を中

心と し、より 多くの資料を展示すること が重要であったが、現在は市民の活動する

場、まちづく り の拠点と しての図書館機能が求めら れる よ う になってき ている 。市

民の求める新しい図書館と なるよ う 、リ ニューアル事業を行う 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・リ ニューアル実施

設計委託 

・リ ニューアル工事

実施 

 

 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 6  - 

 

事業名 『生駒市史』編さん事業 

事業の概要 

『生駒市史』編さん事業は、昭和 6 0 年に最終巻を発刊し終えたが、その後 3 0 年

間に行なわれた発掘調査や古文書調査等の新たな成果が蓄積さ れている 。加え

て、生駒市を取り 巻く状況は大きく変化してきており 、市制 5 0 周年を記念して新

たな「生駒市史」を編さ んする 意義は大き い。優れた専門性を備えた市内在住研

究者や学校関係者、ボランティアの参画により 「生駒市史」の編さんを行う 。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・編 さ ん委 員 会 開

催 

・補充調査 

・史料集２冊発刊 

 

 

・記念講演会 

・ 地 域 学 習 イ ベン

ト  

 

・編 さ ん委 員 会 開

催 

・補充調査 

・生駒市史第１巻・

史料集２冊発刊 

 

・記念講演会 

・編 さ ん委 員 会 開

催 

・補充調査 

・ 生 駒 市 史 第 ２

巻 ・史 料 集 １冊 発

刊 

・記念講演会 

 

 

 

・生 駒 市 史 第 ４ 巻

下 ・ 史 料 集 １冊 発

刊 

 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 図書館 

 

 

事業名 市史編さん収集資料活用事業「いこま歴史アーカイブ」 

事業の概要 

市史編さ ん作業で収集した資料のう ち、書籍の基礎と なる 貴重かつ活用可能な

資料を選択し、令和７年度以降『市史』を発刊公開して以降、史料を随時公開し、

活用を図る。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・ 史 料 の 収 集 ・ 撮

影 

 

・ 史 料 の 収 集 ・ 撮

影 

・ 執 筆 員 と 調 整 し

史料の選択 

・関連課調整 

・ 史 料 の 収 集 ・ 撮

影 

・ 執 筆 員 と 調 整 し

史料の選択 

・企画策定 

 

・業者発注 

・ 史 料 の 公 開 ・ 活

用 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 図書館 
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事業名 生涯学習施設整備事業 

事業の概要 
誰も が安心・安全に利用できる 施設にするため、老朽化が進んでいる 市内生涯学

習施設を適切に維持管理し、計画的に改修を進める 。 

目標名/現状値 －  －  

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・北コミ 空調工事

（１期） 

・南コミ 空調設計 

 

・南コミ 駐車場整

備設計・工事 

・コミ セン LE D 改

修（２階） 

 

・生駒セイセイビル

非常用予備発 

電装置制御部品

更新工事 

・北コミ 空調工事

（２期） 

・南コミ 空調工事

（１期） 

 

 

・コミ セン LE D 改

修（地下・３階） 

 

・芸術会館美楽来

空調設計業務 

他 

 

 

・南コミ 空調工事

（２期） 

 

 

・コミ セン音響舞

台関係改修（１

期） 

・芸術会館美楽来

空調工事（１期） 

・芸術会館美楽来

ガス 消火設備更

新（法改正分） 

・各施設火災受信

機改修  他 

・北コミ 図書館空

調設計 

・南コミ 空調工事

（３期） 

・南コミ 音響舞台

関係改修（１期） 

・コミ セン音響舞

台関係改修（２

期） 

・芸術会館美楽来

空調工事（２期） 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 ス ポーツ振興課 

 
 

事業名 やまびこホール廃止関連事業 

事業の概要 

個別施設計画に基づき、令和６年３月３１日をも って生涯学習施設やまびこホール

を廃止し、原状回復したう えで賃貸人に返却する。 

建物や屋外ト イレ等の一式を解体・撤去する と とも に、防災行政無線を移設し、耐

震性貯水槽を別用地へ新設する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

【解体前準備】 

・ 浄 化 槽 消 毒 ・ 清

掃汲み取り  

【解体・撤去】 

・ 建 物 、 屋 外 ト イ

レ、浄化槽、 

耐震性貯水槽 

・防球フェンス 他 

   

目標値/実績値 － － － － 

担当課 ス ポーツ振興課 
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事業名 体育施設整備事業 

事業の概要 

子ども から 高齢者、障がい者まで誰も が安心・安全に利用できる 施設と する ため、

ト イレの洋式化を進める と と も に、老朽化が進んでいる 市内体育施設を適切に維

持管理し、利用者の安心と 安全を確保する 。また、各ス ポーツ施設の整備が必要

となる時期や整備内容、長寿命化を含む整備経費を明ら かにし、今後の市ス ポー

ツ施設の全体的なあ り 方を検討する ため、ス ポーツ施設整備等の計画を策定す

る。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

・北大和体育館ト

イレ改修工事 

・市民体育館受水

槽更新工事 

・生駒北 S .C .管

理棟屋上防水改

修工事 

・ス ポーツ施設整

備等計画策定業

務 

・北大和体育館非

構造部材及び 

照明 LE D 改修

【令和 5 年度補

正（繰越分）】 

・生駒北 S .C .ト イ

レ改修工事非構

造部材 

・武道館非構造部

材 

・むかいやま体育

館ト イレ改修工事 

・むかいやま体育

館非構造部材及

び照明 LE D 改

修 

未定 

目標値/実績値 － － － － 

担当課 ス ポーツ振興課 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次生駒市教育大綱 アクションプラン＜令和６年度＞ 

生駒市教育委員会 教育部 教育指導課教育政策室 

〒630-0288 奈良県生駒市東新町 8 番 38 号 

電話：0743-74-1111（代表） FAX：0743-74-9100 

https://www.city.ikoma.lg.jp/ 

https://www.city.ikoma.lg.jp/

